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● 会長挨拶
● サークル・部活動チャレンジ支援報告
● ありす会総会・懇親会 開催のご案内

〈主な内容〉

Cover / 学食がリニューアルされました!
写真提供 / 畠山 慶（学生支援課職員）

会報に関するお詫びと訂正

住所・氏名等変更のお願い

令和４年度ありす会総会・懇親会 開催のご案内
　前回発行致しました会報(2021冬vol.24)について、「令和２年
度國學院大學北海道短期大学部ありす会決算書」並びに「令和
3年度國學院大學北海道短期大学部ありす会予算書」に誤りが
ございましたので、下記のとおり訂正をいたします。
　誤記により、ありす会の皆様方にご迷惑をお掛けしました。この
場を借りて深くお詫び申し上げます。

ありす会では卒業生の皆さんとつながりを大切にしたいと考えておりま
す。住所や氏名等の変更がある場合は、ぜひ下記URLもしくはQRコード
から変更手続きをお願いします。年１回の会報送付と
なりますが、ぜひお手続きをお願いします。

科　　目 予算① 前年度予算② 増減①－② 備考
１．同窓会費収入 2,880,000円 3,630,000円 △750,000円 15,000円×192名
２．受取利息収入 3,000円 3,000円 0円 利息
３．雑収入 0円 0円 0円
４．前年度繰越金収入 21,365,482円 19,816,580円 1,548,902円
収入の部合計 24,248,482円 23,449,580円 798,902円

令和 4年度國學院大學北海道短期大学部ありす会予算書

同窓会教育振興基金･同窓会事業振興基金明細

（令和4年 4月 1日～令和5年 3月31日）

科　　目 予算① 前年度予算② 増減①－② 備考
１.事務費支出 965,000円 965,000円 0円
イ.用品･備品費支出 10,000円 10,000円 0円

ロ.印刷･製本費支出

同窓会教育振興基金(定期預金）

300,000円 300,000円 0円 同窓会報・案内状
印刷費　他

ハ.通信･運搬費支出 650,000円 650,000円 0円 同窓会報・案内状
郵便料　他

ニ.その他事務費支出 5,000円 5,000円 0円
２.旅費･交通費支出 600,000円 10,000円 590,000円 幹事会（3回）　他

５.補助費支出 300,000円 300,000円 0円 卒業記念品（30万円）  

９.教育振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
10.事業振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
11.予備費 100,000円 100,000円 0円 就職支援企画（謝礼金）等
12.次年度繰越金 16,663,482円 20,354,580円 △3,691,098円
支出の部合計 24,248,482円

合計 3,300,965円

23,449,580円 798,902円

７.協賛金支出 60,000円 60,000円 0円 卒業祝賀会協賛金（6万円）

３.会合費支出 400,000円 0円 400,000円 総会・幹事会会場費
懇親会補助

４.雑支出 700,000円 200,000円 500,000円

６.援助金支出 3,440,000円 440,000円 3,000,000円

同窓会コミュニティー
活動援助金（9万円）
サークル助成金（35万円） 
40周年記念援助金
（300万円）  

８.奨学金支出 420,000円 420,000円 0円

ありす会選抜
（1名9万円×3名分）
同窓生子女への
教科書代補助
（1万円×15名分）

卒業式お花代（1.5万円）
ＨＰ更新（50万円）
振込手数料他(18.5万円)

○「令和２年度國學院大學北海道短期大学部ありす会決算書」
【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　  【正】
■収入の部　決算②
　４．当年度収入会計　13,136,346 ▶　 3,136,346
■支出の部　科目
　１．同窓会費収入　　　　　　　　 ▶ 事務費支出
■支出の部　予算①
　２．旅費・交通費支出　5,000　　 ▶　300,000
　３．会合費支出　　　 5,000　　 ▶　50,000
■支出の部　決算②
　11．予備費　　　　　04  　　　 ▶　0

○「令和3年度國學院大學北海道短期大学部ありす会予算書」
【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　　【正】
■支出の部　前年度予算②
　３．会合費支出　　　　5,000　　 ▶　50,000

収入の部

支出の部

科　　目 予算① 決算② 増減①－② 備考
１．同窓会費収入 3,630,000円 3,630,000円 0円 15,000円×242名
２．受取利息収入 3,000円 1,288円 1,712円 利息
３．雑収入 0円 0円 0円
４．当年度収入会計 3,633,000円 3,631,288円 1,712円
5．前年度繰越金収入 19,816,580円 19,816,580円 0円
収入の部合計 23,449,580円 23,447,868円 1,712円

令和３年度國學院大學北海道短期大学部ありす会決算書
（令和3年 4月 1日～令和4年 3月31日）

科　　目 予算① 決算② 増減①－② 備考
１.事務費支出 965,000円 856,622円 108,378円
イ.用品･備品費支出 10,000円 0円 10,000円

ロ.印刷･製本費支出 300,000円 292,622円 7,378円 同窓会報
印刷費　他

ハ.通信･運搬費支出 650,000円 564,000円 86,000円 同窓会報
通信運搬費 他

ニ.その他事務費支出 5,000円 0円 5,000円
２.旅費･交通費支出 10,000円 9,560円 440円 式典参加交通費

５.補助費支出 300,000円 280,500円 19,500円 卒業記念品 280,500円

９.教育振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
10.事業振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
11.予備費 100,000円 0円 100,000円

13.次年度繰越金 20,354,580円 21,365,482円 △1,010,902円
12.当年度支出合計 3,095,000円 2,082,386円 1,012,614円

支出の部合計 23,449,580円 23,447,868円 1,712円

７.協賛金支出 60,000円 0円 60,000円

３.会合費支出 0円 0円 0円

４.雑支出 200,000円 25,704円 174,296円

６.援助金支出 440,000円 160,000円 280,000円

サークル助成金
軟式野球部 80,000円
男子バスケットボール部
50,000円
女子バスケットボール部
30,000円

８.奨学金支出 420,000円 150,000円 270,000円

ありす会選抜
90,000円（1名）　
子弟援助金
60,000円（2名）

残高証明手数料 1,514円
振込手数料 3,190円
卒業式お花代 15,000円　
退職者ギフト代 6,000円

収入の部

支出の部

ありす会会長　酒井　智章

「予算書決算書は後年に残る大切な記録」だということを改めて肝に
銘じ、今後このような事が無いよう努めて参ります。今後とも何卒宜しく
お願い申し上げます。

登録変更 ありす会

https://arisukai.jp/change

出欠確認 ありす会 https://arisukai.jp/attendance

■開催日時：令和4年11月3日（木・祝日）　総会：18:30～19:00（予定）
■開催場所：國學院大學 院友会館 地下1階（東京都渋谷区東4-12-8）
■総会参加の有無について　参加の有無を下記URLまたはQRコードの
　　　　　　　　　　　　  申込フォームから回答をお願いします。

■総会の主な議題
　①令和3年度事業報告・会計決算報告
　②令和4年度事業計画・会計予算計画
　③役員改選

総会終了後の懇親会について
総会終了後、懇親会を予定しております。ただし、社会情勢により人数
制限(30名まで)をさせていただきます。お申込みは、総会参加の有無
と同様のフォームからお願いします。なお、事前予約制になりますの
で、ご了承ください。懇親会開催に伴い、下記教員が参列予定です。
①播摩光壽先生　②渡辺開紀先生、舛井雄一先生　③田代雄一先生

繰越金
当期受入額
当期受取利息
当期繰出額

3,000,897円
300,000円

68円
0円

 [収支差額]

差引残額 21,365,482円

収入総額
支出総額

23,447,868円
2,082,386円

[預金状況]

合計 21,365,482円

普通預金
定期預金

11,365,482円
10,000,000円

同窓会事業振興基金(定期預金・普通預金）

合計 14,714,998円

繰越金
当期受入額
当期受取利息
当期繰出額

14,414,827円
300,000円

171円
0円

合計 14,714,998円

普通預金
定期預金

（預金状況）
4,714,998円
10,000,000円

■参加費：1,000円



● 会長、副会長、事務局長

● 幹事

● 会計監査

・・・・・・・・・・・・・・・・各１名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４名

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２名

役員の任期は2年。各役職の人数は以下のとおりです。

会 長 挨 拶

短大４０周年記念助成金報告

ありす祭3年振りの協賛

令和３年度 サークル・部活動チャレンジ支援報告　「生涯、語れる２年間を過ごそう。」これは國學院大學北海道短期大学部のＨＰに掲載されている言葉です。
私たち卒業生は、学生生活を國短の学び舎で過ごすことが出来ました。しかしながら、このコロナ禍における2年

前の学生たちは、対面授業ではなくリモート授業が行われ、中には滝川にいなくても授業を受ける生活を過ごして
いました。社会情勢も感染拡大当初に比べ漸く落ち着きを取り戻しつつありますが、まだまだ終息せず「新しい生活
様式」を余儀なくされています。
　私たちが学生だった頃は、校舎へ行き講義を受け、放課後にはサークル活動やアルバイト、中には夜通し語り合った
日々がありました。卒業し数年が経った今でも、当時の仲間と「あの頃」を思い出しながら語り合えます。同窓生の皆様
方とも、國短の先生方や滝川の地域についても、多くの事を語り合う事が出来ます。
　このような青春の一頁を刻んだ思い出の学生生活を、後輩たちにも創り上げてもらいたい。この思いもまた同窓生の
皆様でつくる「ありす会」の希求すべきものではないでしょうか。開学40周年を迎え、先輩方が創り上げてきた道と、
50年100年続く後輩たちの道を、今後も続いていくよう、私たちありす会一同取り組んで参ります。
　コロナ禍と戦禍の時代、ありす会の皆様方のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。　

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は多くのサークルや部活動が活動休止状況になり、先輩・後輩
の引継ぎがうまくできず、辛い１年になりました。令和３年度からは感染症対策を充分に講じられる環境を整え、徐々に活
動できる団体数が増えました。
　そのような状況で、活動を再開し、同窓会支援事業「サークル・部活動チャレンジ支援」制度により、軟式野球部に
80,000円、男子バスケットボール部に50,000円、女子バスケットボール部に30,000円の助成をいただき、大会に出場
することができました。
　軟式野球部は、春季大会がコロナ禍で中止になりましたが、秋季大会は開催され、０勝３敗という戦績でした。通常なら
４部降格という危機でしたが、コロナ禍の特例措置で降格は免れました。令和４年度は、巻き返しを図り、２部昇格を
目指します。
男子バスケットボール部は、前期の体制が整えられず、大会欠場が続きましたが、新人戦・秋季リーグ戦には出場しま

した。経験者が少なく、人数も揃わずといった状況が続き戦績的には勝利を勝ち取ることが出来ませんでしたが、コロナで
途切れた歴史を再稼働させる一歩を踏み出すことができました。
　女子バスケットボール部は、2年生2名しかおらず、部員集めからのスタート。なんとか1年生4名を確保し、6名で春季
リーグ戦に出場しました。幸いにも全員バスケ経験者ということで、試合内容も充実し、1勝をあげることができました。
その後は、けが人や実習等が被り、ほとんどの大会を欠場し、令和3年度を終えました。次に向けて、体制を整えていきたい
と思います。
令和3年度に活動を再開した団体は、体育系が8団体、文化系が12団体でした。令和4年度からは、活動を再開した団

体が増え、学内に活気が戻ってきております。　令和４年度（2022年度）、本学は開学40周年を迎えました。40周年を迎え、記念
式典は行われなかったものの、9月16日に國學院大學観光まちづくり学部西村
学部長による記念講演会が行われました。開学40周年記念誌が発行され、ホーム
ページには「特集：國短History」も掲載する予定です。
　同窓会としては、学生が有意義に短大生活を過ごせるようにという思いを込め、
40周年事業の一環である「学生ホール（学生食堂）の机・椅子のリニューアル」事業
に同調し、教育振興基金300万円を寄付いたしました。（表紙の写真）
短大のこれから50周年、100周年に向け、同窓会も今後支援をしていきたいと

考えております。

　ありす祭協賛事業が3年振りにできました。コロナ禍によっ
て2年程協賛が叶いませんでしたが、今年度は6月12日(日)11
時～16時の間で、ふわふわ（エアー遊具）の運営をすることが
できました。
多くの子どもたちに利用され、何度も利用してくれた子も

おり、延べ191名。元年度の開催では天候不順で強風のため、
急遽体育館での設置変更を余
儀なくされましたが、今年度は
天候にも恵まれ、盛況裡に終了
した事をご報告いたします。

ありす会新役員
立候補者の募集について

本年10月をもって、現役員の任期が終了することから、
ありす会規約第13条により、新役員の立候補を受付けます。
立候補者は令和4年10月21日までにありす会事務局（短期
大学部内）宛に、文書により立候補の意思を通知してください
（任意様式）。

國學院大學北海道短期大学部同窓会　ありす会会長　酒井 智章
（国文学科18期生）

（変更前）本学卒業生の子女であれば出願可能

（変更後）本学卒業生の子女または兄弟姉妹であれば出願可能

兄弟姉妹で本学入学を検討されている場合はぜひこの制度をご活用
ください。特典として、「入学金相当額（１８万円）の奨学金給付」が
受けられます。給付の奨学金制度のため、返還する必要はありません。

「ありす会選抜」の出願条件が
緩和されました！
令和５年度選抜試験から「ありす会選抜」の
出願条件が緩和されました。

リニュー
アル！

軟式野球部 女子バスケットボール部



● 会長、副会長、事務局長

● 幹事

● 会計監査

・・・・・・・・・・・・・・・・各１名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４名

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２名

役員の任期は2年。各役職の人数は以下のとおりです。

会 長 挨 拶

短大４０周年記念助成金報告

ありす祭3年振りの協賛

令和３年度 サークル・部活動チャレンジ支援報告　「生涯、語れる２年間を過ごそう。」これは國學院大學北海道短期大学部のＨＰに掲載されている言葉です。
私たち卒業生は、学生生活を國短の学び舎で過ごすことが出来ました。しかしながら、このコロナ禍における2年

前の学生たちは、対面授業ではなくリモート授業が行われ、中には滝川にいなくても授業を受ける生活を過ごして
いました。社会情勢も感染拡大当初に比べ漸く落ち着きを取り戻しつつありますが、まだまだ終息せず「新しい生活
様式」を余儀なくされています。
　私たちが学生だった頃は、校舎へ行き講義を受け、放課後にはサークル活動やアルバイト、中には夜通し語り合った
日々がありました。卒業し数年が経った今でも、当時の仲間と「あの頃」を思い出しながら語り合えます。同窓生の皆様
方とも、國短の先生方や滝川の地域についても、多くの事を語り合う事が出来ます。
　このような青春の一頁を刻んだ思い出の学生生活を、後輩たちにも創り上げてもらいたい。この思いもまた同窓生の
皆様でつくる「ありす会」の希求すべきものではないでしょうか。開学40周年を迎え、先輩方が創り上げてきた道と、
50年100年続く後輩たちの道を、今後も続いていくよう、私たちありす会一同取り組んで参ります。
　コロナ禍と戦禍の時代、ありす会の皆様方のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。　

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は多くのサークルや部活動が活動休止状況になり、先輩・後輩
の引継ぎがうまくできず、辛い１年になりました。令和３年度からは感染症対策を充分に講じられる環境を整え、徐々に活
動できる団体数が増えました。
　そのような状況で、活動を再開し、同窓会支援事業「サークル・部活動チャレンジ支援」制度により、軟式野球部に
80,000円、男子バスケットボール部に50,000円、女子バスケットボール部に30,000円の助成をいただき、大会に出場
することができました。
　軟式野球部は、春季大会がコロナ禍で中止になりましたが、秋季大会は開催され、０勝３敗という戦績でした。通常なら
４部降格という危機でしたが、コロナ禍の特例措置で降格は免れました。令和４年度は、巻き返しを図り、２部昇格を
目指します。
男子バスケットボール部は、前期の体制が整えられず、大会欠場が続きましたが、新人戦・秋季リーグ戦には出場しま

した。経験者が少なく、人数も揃わずといった状況が続き戦績的には勝利を勝ち取ることが出来ませんでしたが、コロナで
途切れた歴史を再稼働させる一歩を踏み出すことができました。
　女子バスケットボール部は、2年生2名しかおらず、部員集めからのスタート。なんとか1年生4名を確保し、6名で春季
リーグ戦に出場しました。幸いにも全員バスケ経験者ということで、試合内容も充実し、1勝をあげることができました。
その後は、けが人や実習等が被り、ほとんどの大会を欠場し、令和3年度を終えました。次に向けて、体制を整えていきたい
と思います。
令和3年度に活動を再開した団体は、体育系が8団体、文化系が12団体でした。令和4年度からは、活動を再開した団

体が増え、学内に活気が戻ってきております。　令和４年度（2022年度）、本学は開学40周年を迎えました。40周年を迎え、記念
式典は行われなかったものの、9月16日に國學院大學観光まちづくり学部西村
学部長による記念講演会が行われました。開学40周年記念誌が発行され、ホーム
ページには「特集：國短History」も掲載する予定です。
　同窓会としては、学生が有意義に短大生活を過ごせるようにという思いを込め、
40周年事業の一環である「学生ホール（学生食堂）の机・椅子のリニューアル」事業
に同調し、教育振興基金300万円を寄付いたしました。（表紙の写真）
短大のこれから50周年、100周年に向け、同窓会も今後支援をしていきたいと

考えております。

　ありす祭協賛事業が3年振りにできました。コロナ禍によっ
て2年程協賛が叶いませんでしたが、今年度は6月12日(日)11
時～16時の間で、ふわふわ（エアー遊具）の運営をすることが
できました。
多くの子どもたちに利用され、何度も利用してくれた子も

おり、延べ191名。元年度の開催では天候不順で強風のため、
急遽体育館での設置変更を余
儀なくされましたが、今年度は
天候にも恵まれ、盛況裡に終了
した事をご報告いたします。

ありす会新役員
立候補者の募集について

本年10月をもって、現役員の任期が終了することから、
ありす会規約第13条により、新役員の立候補を受付けます。
立候補者は令和4年10月21日までにありす会事務局（短期
大学部内）宛に、文書により立候補の意思を通知してください
（任意様式）。

國學院大學北海道短期大学部同窓会　ありす会会長　酒井 智章
（国文学科18期生）

（変更前）本学卒業生の子女であれば出願可能

（変更後）本学卒業生の子女または兄弟姉妹であれば出願可能

兄弟姉妹で本学入学を検討されている場合はぜひこの制度をご活用
ください。特典として、「入学金相当額（１８万円）の奨学金給付」が
受けられます。給付の奨学金制度のため、返還する必要はありません。

「ありす会選抜」の出願条件が
緩和されました！
令和５年度選抜試験から「ありす会選抜」の
出願条件が緩和されました。

リニュー
アル！

軟式野球部 女子バスケットボール部
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● 会長挨拶
● サークル・部活動チャレンジ支援報告
● ありす会総会・懇親会 開催のご案内

〈主な内容〉

Cover / 学食がリニューアルされました!
写真提供 / 畠山 慶（学生支援課職員）

会報に関するお詫びと訂正

住所・氏名等変更のお願い

令和４年度ありす会総会・懇親会 開催のご案内
　前回発行致しました会報(2021冬vol.24)について、「令和２年
度國學院大學北海道短期大学部ありす会決算書」並びに「令和
3年度國學院大學北海道短期大学部ありす会予算書」に誤りが
ございましたので、下記のとおり訂正をいたします。
　誤記により、ありす会の皆様方にご迷惑をお掛けしました。この
場を借りて深くお詫び申し上げます。

ありす会では卒業生の皆さんとつながりを大切にしたいと考えておりま
す。住所や氏名等の変更がある場合は、ぜひ下記URLもしくはQRコード
から変更手続きをお願いします。年１回の会報送付と
なりますが、ぜひお手続きをお願いします。

科　　目 予算① 前年度予算② 増減①－② 備考
１．同窓会費収入 2,880,000円 3,630,000円 △750,000円 15,000円×192名
２．受取利息収入 3,000円 3,000円 0円 利息
３．雑収入 0円 0円 0円
４．前年度繰越金収入 21,365,482円 19,816,580円 1,548,902円
収入の部合計 24,248,482円 23,449,580円 798,902円

令和 4年度國學院大學北海道短期大学部ありす会予算書

同窓会教育振興基金･同窓会事業振興基金明細

（令和4年 4月 1日～令和5年 3月31日）

科　　目 予算① 前年度予算② 増減①－② 備考
１.事務費支出 965,000円 965,000円 0円
イ.用品･備品費支出 10,000円 10,000円 0円

ロ.印刷･製本費支出

同窓会教育振興基金(定期預金）

300,000円 300,000円 0円 同窓会報・案内状
印刷費　他

ハ.通信･運搬費支出 650,000円 650,000円 0円 同窓会報・案内状
郵便料　他

ニ.その他事務費支出 5,000円 5,000円 0円
２.旅費･交通費支出 600,000円 10,000円 590,000円 幹事会（3回）　他

５.補助費支出 300,000円 300,000円 0円 卒業記念品（30万円）  

９.教育振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
10.事業振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
11.予備費 100,000円 100,000円 0円 就職支援企画（謝礼金）等
12.次年度繰越金 16,663,482円 20,354,580円 △3,691,098円
支出の部合計 24,248,482円

合計 3,300,965円

23,449,580円 798,902円

７.協賛金支出 60,000円 60,000円 0円 卒業祝賀会協賛金（6万円）

３.会合費支出 400,000円 0円 400,000円 総会・幹事会会場費
懇親会補助

４.雑支出 700,000円 200,000円 500,000円

６.援助金支出 3,440,000円 440,000円 3,000,000円

同窓会コミュニティー
活動援助金（9万円）
サークル助成金（35万円） 
40周年記念援助金
（300万円）  

８.奨学金支出 420,000円 420,000円 0円

ありす会選抜
（1名9万円×3名分）
同窓生子女への
教科書代補助
（1万円×15名分）

卒業式お花代（1.5万円）
ＨＰ更新（50万円）
振込手数料他(18.5万円)

○「令和２年度國學院大學北海道短期大学部ありす会決算書」
【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　  【正】
■収入の部　決算②
　４．当年度収入会計　13,136,346 ▶　 3,136,346
■支出の部　科目
　１．同窓会費収入　　　　　　　　 ▶ 事務費支出
■支出の部　予算①
　２．旅費・交通費支出　5,000　　 ▶　300,000
　３．会合費支出　　　 5,000　　 ▶　50,000
■支出の部　決算②
　11．予備費　　　　　04  　　　 ▶　0

○「令和3年度國學院大學北海道短期大学部ありす会予算書」
【誤】　　　　　　　　　　　　　　　　　【正】
■支出の部　前年度予算②
　３．会合費支出　　　　5,000　　 ▶　50,000

収入の部

支出の部

科　　目 予算① 決算② 増減①－② 備考
１．同窓会費収入 3,630,000円 3,630,000円 0円 15,000円×242名
２．受取利息収入 3,000円 1,288円 1,712円 利息
３．雑収入 0円 0円 0円
４．当年度収入会計 3,633,000円 3,631,288円 1,712円
5．前年度繰越金収入 19,816,580円 19,816,580円 0円
収入の部合計 23,449,580円 23,447,868円 1,712円

令和３年度國學院大學北海道短期大学部ありす会決算書
（令和3年 4月 1日～令和4年 3月31日）

科　　目 予算① 決算② 増減①－② 備考
１.事務費支出 965,000円 856,622円 108,378円
イ.用品･備品費支出 10,000円 0円 10,000円

ロ.印刷･製本費支出 300,000円 292,622円 7,378円 同窓会報
印刷費　他

ハ.通信･運搬費支出 650,000円 564,000円 86,000円 同窓会報
通信運搬費 他

ニ.その他事務費支出 5,000円 0円 5,000円
２.旅費･交通費支出 10,000円 9,560円 440円 式典参加交通費

５.補助費支出 300,000円 280,500円 19,500円 卒業記念品 280,500円

９.教育振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
10.事業振興基金繰出金 300,000円 300,000円 0円 毎年積立（30万円）
11.予備費 100,000円 0円 100,000円

13.次年度繰越金 20,354,580円 21,365,482円 △1,010,902円
12.当年度支出合計 3,095,000円 2,082,386円 1,012,614円

支出の部合計 23,449,580円 23,447,868円 1,712円

７.協賛金支出 60,000円 0円 60,000円

３.会合費支出 0円 0円 0円

４.雑支出 200,000円 25,704円 174,296円

６.援助金支出 440,000円 160,000円 280,000円

サークル助成金
軟式野球部 80,000円
男子バスケットボール部
50,000円
女子バスケットボール部
30,000円

８.奨学金支出 420,000円 150,000円 270,000円

ありす会選抜
90,000円（1名）　
子弟援助金
60,000円（2名）

残高証明手数料 1,514円
振込手数料 3,190円
卒業式お花代 15,000円　
退職者ギフト代 6,000円

収入の部

支出の部

ありす会会長　酒井　智章

「予算書決算書は後年に残る大切な記録」だということを改めて肝に
銘じ、今後このような事が無いよう努めて参ります。今後とも何卒宜しく
お願い申し上げます。

登録変更 ありす会

https://arisukai.jp/change

出欠確認 ありす会 https://arisukai.jp/attendance

■開催日時：令和4年11月3日（木・祝日）　総会：18:30～19:00（予定）
■開催場所：國學院大學 院友会館 地下1階（東京都渋谷区東4-12-8）
■総会参加の有無について　参加の有無を下記URLまたはQRコードの
　　　　　　　　　　　　  申込フォームから回答をお願いします。

■総会の主な議題
　①令和3年度事業報告・会計決算報告
　②令和4年度事業計画・会計予算計画
　③役員改選

総会終了後の懇親会について
総会終了後、懇親会を予定しております。ただし、社会情勢により人数
制限(30名まで)をさせていただきます。お申込みは、総会参加の有無
と同様のフォームからお願いします。なお、事前予約制になりますの
で、ご了承ください。懇親会開催に伴い、下記教員が参列予定です。
①播摩光壽先生　②渡辺開紀先生、舛井雄一先生　③田代雄一先生

繰越金
当期受入額
当期受取利息
当期繰出額

3,000,897円
300,000円

68円
0円

 [収支差額]

差引残額 21,365,482円

収入総額
支出総額

23,447,868円
2,082,386円

[預金状況]

合計 21,365,482円

普通預金
定期預金

11,365,482円
10,000,000円

同窓会事業振興基金(定期預金・普通預金）

合計 14,714,998円

繰越金
当期受入額
当期受取利息
当期繰出額

14,414,827円
300,000円

171円
0円

合計 14,714,998円

普通預金
定期預金

（預金状況）
4,714,998円
10,000,000円

■参加費：1,000円


